
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ６７３ １６ ３７０ 

前 年 ６８３ １０ ４９０ 

増 減 -１０ ＋６ -２０ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ２，１３８ ３７ ２，７１６ 

前 年 ２，４４９ １８ ３，１２２ 

増 減 -３１１ ＋１９ -４０６ 

第０８号 

2019 年 

８月２３日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65 歳以上をいう 

★ 歩道は通行できません 

普通自転車ではないタンデム車は、

「自転車歩道通行可」の標識がある歩道

でも走ることはできません。 

車道の左側を通行します。 

8 月上旬、茨城県の自動車道で、あおり運転の後に相手を殴り

怪我を負わせた事件が発生し、犯人は傷害容疑で逮捕されました。 

他の車両に対して 

 ● 車間距離を異常に詰める 

 ● ハイビーム、パッシングを繰り返す 

 ● クラクションを執拗に鳴らす 

 ● 左右に進路変更し、車体を振る 

 ● 幅寄せをする 

等、進路を譲るよう相手を威嚇したり、嫌がら

せをするなどの行為が該当します。 

 

 

 

 

あおり運転は、されていても平常心で自分の運転に集中し、後続車に道を譲ることも対処法の

一つです。また、ドライブレコーダーやステッカーの設置も抑止効果が働きます。 

煽られた場合には、高速道路上には絶対に停車せず、近くのサービスエリア等に停車し、万が

一相手が降りてきたときには、車のドアや窓は開けずに速やかに１１０番通報してください。 

無理な車線変更等はあおり運転の原因となることがあるので、ゆとりある運転をしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に高速道路では、スピードが速くなるため

停止距離も長くなります。 

渋滞で追突事故を起こさないために前方車両

と十分な車間距離をとりましょう。 

車は急には止まれません。 

 

事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

今年５月６月と、名神高速道路において多重事故が連続発生し、２件４名の方が

亡くなられました。 

時速 40km の車は１秒間に約 11ｍ、時速 60km の車は

１秒間に約 17ｍ、時速 100km の車は１秒間に約 28ｍも

進むと言われています。 

景色に気をとられたり、車内の物をとるためなどに視線

を前方から反らして脇見をしてしまうと車は思った以上に

進んでいます。脇見をしないで運転に集中しましょう。 

 

渋滞を発見して低速走行や停止する場合は、ハザード

ランプを点灯し後続車に合図しましょう。事前に情報板

などで渋滞の情報を収集することも大切です。 

◎ 安全な場所に停止する 
    ⇩ 

停止表示機材等を設置する 

    ⇩ 

安全な場所に避難する 

    ⇩ 

状況を通報する 

ハザードランプを点灯させ、できる

だけ路肩に寄せて停止する。 

故障車より後方のガードレールの

外側に、乗員全員で避難する 

110番や非常電話、＃９９１０(道路緊急ダイヤル)

で事故や故障の状況、負傷者の有無を通報します 


